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六
月
十
九
日
（
月
）、
岡
山
流
通
会
館
に
て

一
般
会
員
一
〇
二
名(

内
委
任
状
出
席
五
三
名)

の
出
席
及
び
岡
山
県
よ
り
特
別
会
員
を
お
迎
え

し
、
平
成
二
十
九
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。 

                 

岡
﨑
会
長
よ
り
「
日
銀
の
景
気
動
向
で
は
、

『
緩
や
か
な
回
復
基
調
』
か
ら
『
緩
や
か
な
拡

大
』
へ
と
表
現
が
変
わ
っ
た
も
の
の
、
拡
大
と

い
う
感
覚
は
な
く
好
況
が
実
感
で
き
な
い
の
が

現
実
で
す
。
人
手
不
足
に
つ
い
て
も
厳
し
い
状

況
で
、
大
手
へ
の
流
出
に
よ
り
中
小
企
業
ま
で

人
が
ま
わ
っ
て
こ
な
い
、
ま
た
既
存
者
が
辞
め

て
し
ま
う
と
い
う
状
態
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
当
協
議
会
で
は
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
を
考
慮
し
、「
流
市
法
」
の
規
制
緩
和
を
一

旦
見
送
り
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
長

年
の
課
題
に
一
つ
の
区
切
り
を
つ
け
、
多
く
の

問
題
点
が
整
理
で
き
た
こ
と
は
、
将
来
の
課
題

解
決
に
向
け
て
役
立
つ
も
の
と
考
え
ま
す
」
と

の
挨
拶
が
あ
り
、そ
の
後
、来
賓
を
代
表
し
て
、

企
業
誘
致
・
投
資
促
進
課
の
千
葉
総
括
参
事(

亀

森
岡
山
県
産
業
労
働
部
長
の
代
理
出
席)

よ
り

ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
岡
﨑
会

長
が
議
長
に
就
任
し
、
次
の
議
案
を
審
議
し
た

上
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 第
一
号
議
案 ｢

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告
書
の
承
認
に
つ
い

て｣ 

※
中
壷
監
事
よ
り
監
査
報
告
。 

第
二
号
議
案 ｢

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
案
、

収
支
予
算
案
並
び
に
負
担
金
案
の
承
認

に
つ
い
て｣ 

第
三
号
議
案 ｢

新
組
織
の
設
立
中
止
並
び
に
現

行
組
織
の
存
続
に
つ
い
て｣ 

 

※
当
協
議
会
の
新
組
織
「
一
般
社
団
法
人
ソ
リ 

ュ
ッ
セ
岡
山
」
へ
の
移
行
方
針
を
改
め
、
新 

組
織
の
設
立
を
見
合
わ
せ
る
と
と
も
に
、
現 

行
の
運
営
協
議
会
を
維
持
・
存
続
す
る
こ
と 

に
方
針
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。 

 第
四
号
議
案
「
役
員
改
選
に
つ
い
て
」 

 

※
今
回
の
役
員
改
選
は
任
期
満
了
に
伴
う
も
の 

で
、
新
任
一
三
名
と
留
任
二
七
名
の
四
〇
名

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
（
◎
印
は
新
任
者
） 

 

《
選
任
さ
れ
た
役
員
》  

 

【
会 

長
】 

 
 

岡
﨑 

彬
（
岡
山
商
工
会
議
所
会
頭
） 

【
参 

与
】 

◎
横
田
有
次
（
岡
山
県
産
業
労
働
部
長
） 

◎
堤 

修
治
（
岡
山
市
産
業
観
光
局
産
業
政
策
担
当
局
長
） 

◎
原
田
晃
利
（
倉
敷
市
文
化
産
業
局
長
） 

◎
中
川
真
寿
男
（
早
島
町
長
） 

◎
髙
橋

彰
（
岡
山
商
工
会
議
所
専
務
理
事
） 

加
藤
清
次
（
倉
敷
市
商
工
会
議
所
専
務
理
事
） 

【
副
会
長
】 

◎
山
本 

勉
（
流
通
セ
ン
タ
ー
卸(

協)

理
事
長
） 

白
神 

誠
（
岡
山
運
輸
団
地(

協)

副
理
事
長
） 

末
永
範
彦
（
岡
山
倉
庫
団
地(

協)

理
事
長
） 

【
理 

事
】 

◎
佐
藤
三
平
（
㈱
佐
藤
管
材
工
業
社
長
） 

 

浅
野
益
弘
（
浅
野
産
業
㈱
社
長
） 

 

藤
原
眞
人
（
日
東
物
産
㈱
社
長
） 

 

櫛
田
修
平
（
㈱
誠
屋
社
長
） 

 

木
村
容
治
（
㈱
木
村
商
会
社
長
） 

 

平
松
晃
弘
（
平
松
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
㈱
社
長
） 

 

髙
谷
昌
宏
（
㈱
サ
ン
ヨ
ー
プ
レ
ジ
ャ
ー
社
長
） 

 

石
本
博
郁
（
㈱
石
本
洋
紙
社
長
） 

 

岸
野
章
丈
（
大
森
食
品
㈱
社
長
） 

伊
丹
克
夫
（
冨
士
丸
物
産
㈱
社
長
） 

高
原
丈
徳
（
㈱
倉
敷
家
具
社
長
） 

室
賀
康
史
（
室
賀
ネ
ジ
機
工
㈱
社
長
） 

中
野
克
彦
（
㈱
あ
ら
た
岡
山
支
店
長
） 

柴
田
洋
志
（
日
植
ア
グ
リ
㈱
社
長
） 

吉
井
久
善
（
大
善
倉
庫
㈱
社
長
） 

◎
小
林 

薫
（
関
西
陸
運
㈱
岡
山
営
業
所
長
） 

小
林
廣
士
（(

協)

中
国
経
営
合
理
化
チ
ェ
ー
ン
理
事
長
） 

 
 

大
久
保
孝
政
（(

協)

瀬
戸
内
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
理
事
長
） 

明
比
直
起
（
森
永
乳
業
㈱
岡
山
営
業
所
長
） 

高
木
史
朗
（
東
邦
薬
品
㈱
Ｔ
Ｂ
Ｃ
岡
山
セ
ン
タ
ー
長
） 

三
宅
一
彦
（
ア
サ
ヒ
金
属
㈱
社
長
） 

◎
吉
田
孝
司
（
グ
ン
ゼ
㈱
岡
山
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
） 

◎
飯
田
芳
浩
（
㈱
サ
ン
ゲ
ツ
中
国
四
国
支
社
長
） 

三
鍋
英
治
（
㈱
ジ
ッ
プ
副
社
長
） 
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◎
原
田
研
志
（
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
館
長
） 

 
 

香
本
豪
彦
（
藤
徳
物
産
㈱
支
店
長
） 

 
 

添
田 

繁
（
三
豊
金
属
㈱
会
長
） 

【
監
事
】 

 
 

中
田
孝
治
（
関
西
教
材
㈱
社
長
） 

 
 

中
壷
彰
夫
（
住
協
ウ
イ
ン
テ
ッ
ク
㈱
社
長
） 

 

◎
川
崎 

誠
（
オ
ー
ジ
ー
物
流
㈱
取
締
役
） 

 ※
当
協
議
会
役
員
が
期
中
に
お
い
て
所
属
団
体
の
人

事
異
動
等
に
よ
り
変
更
と
な
っ
た
場
合
は
、
名
簿

上
の
変
更
手
続
き
を
行
い
、
改
選
期
に
お
い
て
新

任
者
と
し
て
改
め
て
選
任
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

【
二
十
九
年
度
の
主
な
事
業
】 

①
流
通
セ
ン
タ
ー
の
環
境
整
備 

②
駐
車

場
・
交
通
安
全
対
策 

③
害
虫
駆
除
・
野
犬
対

策 

④
街
灯
・
防
犯
灯
の
設
置
及
び
防
犯
カ
メ

ラ
の
検
討 

⑤
新
愛
称
の
Ｐ
Ｒ
等 

⑥
危
機
管

理
対
策 

⑦
研
修
会
・
講
習
会
等
の
開
催 

⑧
情

報
提
供
の
充
実 

⑨
親
睦
福
利
厚
生
事
業
等 

⑩
そ
の
他 

 
 

岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社 

 

第
二
十
七
回
定
時
株
主
総
会 

 
 
 
 
 
 
 

―
社
長
交
代
― 

 

当
協
議
会
総
会
に
先
立
っ
て
、同
日
十
時
三 

十
分
よ
り
岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
株
式

会
社
の
第
二
十
七
回
定
時
株
主
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
事
業
報
告
、
決
算
書
等
の
承
認

に
引
き
続
き
、
任
期
満
了
に
よ
る
取
締
役
の
選

任
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
、
新
社
長
に
山
本
勉
卸

組
合
理
事
長
が
就
任
し
ま
し
た
。 

【
社 

長
】 

◎
山
本 

勉
（
流
通
セ
ン
タ
ー
卸(

協)

理
事
長
） 

【
副
社
長
】 

白
神 

誠
（
岡
山
運
輸
団
地(

協)

副
理
事
長
） 

末
永
範
彦
（
岡
山
倉
庫
団
地(

協)

理
事
長
） 

【
取
締
役
】 

◎
横
田
有
次
（
岡
山
県
産
業
労
働
部
長
） 

堤 

修
治
（
岡
山
市
産
業
観
光
局
産
業
政
策
担
当
局
長
） 

中
川
真
寿
男
（
早
島
町
長
） 

◎
髙
橋

彰
（
岡
山
商
工
会
議
所
専
務
理
事
） 

吉
井
久
善
（
大
善
倉
庫
㈱
社
長
） 

添
田 

繁
（
三
豊
金
属
㈱
会
長
） 

◎
佐
藤
三
平
（
㈱
佐
藤
管
材
工
業
社
長
） 

浅
野
益
弘
（
浅
野
産
業
㈱
社
長
） 

大
久
保
孝
政
（
瀬
戸
内
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
理
事
長
） 

小
林
廣
士
（
中
国
経
営
合
理
化
チ
ェ
ー
ン
理
ｓ
事
長
） 

藤
原
眞
人
（
日
東
物
産
㈱
社
長
） 

櫛
田
修
平
（
㈱
誠
屋
社
長
） 

木
村
容
治
（
㈱
木
村
商
会
社
長
） 

三
宅
一
彦
（
ア
サ
ヒ
金
属
㈱
社
長
） 

                    

                              

           

岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

（
第
三
セ
ク
タ
ー
）
で
は
、
駐
車
場
の
安
定

的
確
保
と
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た

め
、
現
在
岡
山
県
よ
り
借
地
し
て
い
る
会

館
西
側
用
地
を
取
得
す
る
方
針
を
決
め
、

岡
山
県
と
売
買
に
向
け
た
具
体
的
協
議
を

始
め
ま
し
た
。 

流
通
セ
ン
タ
ー
内
最
後
の
未
分
譲
用
地

（
公
益
的
施
設
用
地
）
を
同
社
が
確
保
す

る
こ
と
で
、
駐
車
場
不
足
へ
の
柔
軟
な
対

応
が
図
れ
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
的
に
流

通
セ
ン
タ
ー
立
地
企
業
が
必
要
と
す
る
公

益
的
施
設
の
建
設
用
地
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

取
得
面
積
及
び
取
得
価
格
な
ど
詳
細
は

未
定
で
す
が
、
今
年
度
後
半
か
ら
、
岡
山
県

側
で
現
行
駐
車
場
の
表
面
舗
装
及
び
ラ
イ

ン
引
き
等
再
整
備
を
行
い
、
平
成
三
十
年

度
前
半
に
は
売
買
契
約
を
締
結
し
た
い
考

え
で
す
。 

 

な
お
、
駐
車 

場
の
再
整
備
に 

あ
た
っ
て
は
、 

現
在
ご
利
用
い 

た
だ
い
て
い
る 

方
へ
ご
迷
惑
が 

か
か
ら
な
い
よ 

う
、
配
慮
す
る 

予
定
で
す
が
、 

若
干
の
ご
不
便 

を
お
か
け
す
る 

こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。 

工
事
の
詳
細

が
決
ま
り
次
第
、

ご
利
用
者
様
へ

ご
協
力
の
お
願

い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
、
会
員
皆

様
へ
は
、
ソ
リ
ュ

ッ
セ
通
信
等
に

よ
り
適
時
お
知 

共
同
月
極
駐
車
場
の
取
得
に
向
け
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 

岡
山
流
通
会
館
西
側
用
地 

― 

ら
せ
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。 
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ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

～
大
河
ド
ラ
マ
制
作
裏
話
～ 

   
 
 
    

             

三
月
六
日
（
月
）
、
『
武
蔵-MUSASHI-

』

や
『
龍
馬
伝
』
な
ど
数
々
の
ヒ
ッ
ト
作
を
手
掛

け
た
、 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送
局
局
長 

岩
谷
可
奈

子
氏 

を
お
招
き
し
、
岡
山
流
通
会
館
に
て
ト

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
講
し
ま
し
た
。流
通
セ
ン

タ
ー
内
の
事
業
所
か
ら
は
四
〇
名
（
二
四
社
）

が
受
講
し
ま
し
た
。 

テ
ー
マ
「
大
河
ド
ラ
マ
制
作
裏
話
」
に
ち
な   

み
、
ド
ラ
マ
の
裏
に
あ
る
感
動
話
、
苦
労
話
等  

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

【
講
演
要
旨
】 

（
一
）
ド
ラ
マ
撮
影
に
至
る
ま
で 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、製
作
統
括
の
こ
と
を
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
と
呼
ん
で
お
り
、企
画
決
め
か
ら
始

ま
っ
て
、脚
本
家
・
出
演
者
決
め
、台
本
作
成
、 

予
算
管
理
、
現
場
訪
問
、
内
容
編
集
、
広
報
な    

ど
様
々
な
仕
事
を
行
い
ま
す
。企
画
を
考
え
る

際
に
、
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
時
代
性
、

脚
本
家
の
特
性
、
（
放
映
回
数
の
）
五
十
回
続

く
か
ど
う
か
の
三
点
で
す
。
色
ん
な
話
が
あ
る

こ
と
よ
り
も
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と

の
方
が
重
要
で
す
。
こ
う
い
っ
た
色
々
な
点
を

踏
ま
え
て
、
ど
の
時
代
の
、
誰
を
、
ど
ん
な
意

図
を
も
っ
て
ド
ラ
マ
化
す
る
か
、
と
い
う
こ
と

を
決
め
て
い
き
ま
す
。 

（
二
）
撮
影
時
の
裏
話 

 

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
多
い
方
が
、
美
し
く
て
リ

ア
ル
な
映
像
が
撮
れ
る
の
で
す
が
、
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、
放
映
時
間
に
す
る
と
、
三
～
五
分

程
度
し
か
撮
影
で
き
ま
せ
ん
。
一
方
、
ス
タ
ジ

オ
で
は
多
い
と
き
で
一
五
分
間
程
度
撮
れ
る
の

で
、
様
々
な
工
夫
を
し
て
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

劣
ら
な
い
よ
う
な
撮
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大

河
ド
ラ
マ
で
は
、
関
係
者
は
千
人
以
上
お
り
、

出
演
者
だ
け
で
も
、
一
年
間
の
撮
影
で
み
る
と

五
百
人
く
ら
い
に
の
ぼ
り
ま
す
。 

（
三
）
ド
ラ
マ
の
内
容
に
関
し
て 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
ラ
マ
は
、
歴
史
再
現
に
重
き
を

置
い
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
色
々
な

学
説
が
あ
る
中
で
、
様
々
な
先
生
の
意
見
を
参

考
に
、
な
る
べ
く
正
し
い
と
思
わ
れ
る
説
を
取

り
上
げ
て
は
い
ま
す
が
、
記
録
の
な
い
部
分
は

話
を
作
成
し
、
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
人

を
や
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
面
白
く
見

せ
る
、
と
い
う
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
学
者

並
み
の
知
識
が
必
要

と
さ
れ
る
大
河
ド
ラ

マ
な
の
で
、
政
治
部

門
・
文
化
部
門
・
芸
能

部
門
の
先
生
を
探
し

て
き
て
、
脚
本
の
内
容

を
見
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に

は
時
代
考
証
の
専
門
家
も
い
ま
す
の
で
、
言
葉

遣
い
や
美
術
の
セ
ッ
ト
、
ま
た
食
べ
物
な
ど
細

か
な
点
ま
で
確
認
し
ま
す
。
と
て
も
細
か
い
で

す
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
モ
ッ
ト
ー
「
大
き
な
嘘
（
物

語
）
は
つ
け
、
小
さ
な
嘘
は
つ
く
な
」
に
則
り
、

小
さ
な
嘘
を
つ
か
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い

ま
す
。 

    

今
年
に
入
り
、

一

月

二

十

日

(

金)

、
四
月
二
十

一
日(

金)

、
六
月

十
六
日(

金)

の

三
回
、
流
通
セ
ン

タ
ー
内
の
一
斉

清
掃
を
実
施
し

ま
し
た
。
清
掃
に

ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

【
参
加
状
況
報
告
】 

◇
平
成
二
十
八
年
度
第
四
回 

一
月
二
十
日 

 

三
〇
三
名
（
一
一
四
社
） 

◇
平
成
二
十
九
年
度
第
一
回 

四
月
二
十
一
日 

二
九
七
名
（
一
一
六
社
） 

◇
平
成
二
十
九
年
度
第
二
回 

 

六
月
十
六
日 

 

三
〇
九
名
（
一
一
六
社
） 

   

  
 

   

六
月
十
七
日
（
土
）
～
十
九
日
（
月
）
の
三

日
間
、
岡
山
市
消
防
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た「
岡
山
市
応
急
手
当
普
及
員
講
習
」に
、

当
流
通
セ
ン
タ
ー
か
ら
三
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。 

 

こ
の
度
、
三
社
三
名
が
岡
山
市
応
急
手
当
普

及
員
に
認
定
さ
れ
、
当
流
通
セ
ン
タ
ー
で
の
認

定
者
数
は
二
九
名
と
な
り
ま
し
た
。 

 

応
急
手
当
普
及
員
認
定
資
格
の
有
効
期
限
は

三
年
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
再
講
習
を
受

講
す
れ
ば
新
た
に
三
年
、
期
限
を
更
新
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
一
度
取
得
さ
れ
た
方
は
、
今

一
度
期
限
の
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

《
応
急
手
当
普
及
員
認
定
者
》 

※
（ 

）
は
今
回
の
認
定
者 

○
浅
野
産
業
㈱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
名 

○
㈱
ト
ラ
ス
ト 

ワ
ン 

 
 
 
 
 
 
 

一
名 

○
山
陽
運
輸
倉
庫
㈱            

六
名(

一) 

○
北
勢
工
業
㈱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
名 

○
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
鋼
管
管
材
㈱ 

 
 
 
 

一
名 

○
富
士
倉
庫
㈱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
名 

○
住
協
ウ
イ
ン
テ
ッ
ク
㈱ 

 
 
 
 
 

二
名 

○
名
糖
運
輸
㈱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
名 

○
平
松
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
㈱ 

 
 
 

二
名 

○
㈱
木
村
商
会 

 
 
 
 
 
 
 

六
名（
一
） 

○
㈱
エ
バ
ル
ス 

 
 
 
 
 
 
 

一
名（
一
） 

○
当
協
議
会
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 

一
名 

《
岡
山
市
応
急
手
当
普
及
員
》 

新
た
に
３
名
が
認
定 

次
回
清
掃
は
、
十
月
二
十
日(

金)

を 

予
定
し
て
い
ま
す
。 

一
斉
清
掃
の
実
施 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1498723595/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovLzEuYnAuYmxvZ3Nwb3QuY29tLy1jQ09PZnk2ekV2cy9VOFhrRGItbnJTSS9BQUFBQUFBQWlwMC9OcEI0SlV5Ni1Uby9zODAwL2Nvcm5lcjA1X3Nha3VyYS5wbmc-/RS=^ADBpIgEwXI_H8tD5yupSqRLUiFrFas-;_ylt=A2RimVuLY1NZ_SEAQWOU3uV7
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昨
年
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
は
、支
援
物
資

が
充
分
送
ら
れ
て
来
た
に
も
関
わ
ら
ず
、モ
ノ

を
運
ぶ
こ
と
に
長
け
た
人
材
や
支
援
物
資
を

充
分
に
備
え
ら
れ
る
施
設
が
不
足
し
た
り
、避

難
所
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
き
れ
ず
、支
援
物
資

が
滞
る
と
い
っ
た
「
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
」
の

問
題
が
あ
っ
た
り
と
、様
々
な
課
題
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
課
題
を
受
け
、
岡
山
県
よ
り
、

モ
ノ
運
び
の
プ
ロ
が
集
ま
り
、な
お
か
つ
支
援

物
資
の
集
積
拠
点
と
し
て
活
用
で
き
る
場
を

持
つ
当
流
通
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、災
害
発
生

時
に
は
、
双
方
が
連
携
し
て
、
県
内
の
被
災
地

に
必
要
な
支
援
物
資
を
確
実
に
届
け
ら
れ
る

よ
う
な
体
制
作
り
を
し
た
い
と
の
要
望
を
受

け
ま
し
た
。 

当
協
議
会
は
、
こ
の
要
望
を
受
け
、
「
近
い

将
来
起
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
等
の
災
害
を
見
据
え
、
災
害
発
生
時
に
、

コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
を
物
資
拠
点
と
し
て
使

用
し
、岡
山
県
か
ら
協
力
申
請
を
受
け
た
場
合

に
は
、物
資
拠
点
の
運
営
・
物
資
の
受
け
入
れ
・

荷
役
・
仕
分
け
・
保
管
及
び
出
庫
等
の
物
流
業

務
、
ま
た
物
流
業
務
に
必
要
な
人
員
の
派
遣
、

資
機
材
の
提
供
な
ど
を
可
能
な
範
囲
で
協
力

す
る
」
と
い
う
旨
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
、

『
災
害
発
生
時
に
お
け
る
物
流
業
務
に
関
す

る
協
定
』を
締
結
す
る
方
向
で
調
整
し
て
お
り
、

今
後
岡
山
県
と
詳
細
に
つ
い
て
協
議
を
行
う

予
定
で
す
。 

 

【
災
害
発
生
時 

情
報
・
物
資
の
流
れ
】 

                      

※
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
…
ニ
ー
ズ
把
握
が
不
可
能
な
被
災
地
へ
、

ニ
ー
ズ
予
測
に
基
づ
き
物
資
を
供
給
す
る
方
法
。 

※
プ
ル
型
支
援
…
支
援
物
資
の
ニ
ー
ズ
把
握
が
可
能
な
被
災
地 

へ
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
物
資
を
供
給
す
る
方
法
。 

 

   
 

   

岡
山
市
、及
び
大
内
田
町
内
会
か
ら
の
要
望

を
受
け
、
大
規
模
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
、

も
し
く
は
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
に
、岡
山
流
通
会
館
の
一
部
を
一
時
避
難

場
所
と
す
る『
災
害
時
に
お
け
る
避
難
場
所
の

指
定
に
関
す
る
協
定
』を
岡
山
市
と
締
結
し
ま

し
た
。
こ
の
協
定
は
、
被
災
者
及
び
避
難
者
の

方
々
の
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、支
援
体

制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。 

一
部
避
難
場
所
と
し
て
提
供
さ
れ
る
の
は

下
図
の
範
囲
で
す
。
な
お
、
下
図
の
区
画
は
、

非
常
用
食
料
や
用
品
等
の
備
蓄
場
所
と
し
て

も
提
供
さ
れ
ま
す
。 

 
 

当
流
通
会
館
は
高
台
に
位
置
し
て
お
り
、水

害
が
起
こ
っ
た
際
の
避
難
場
所
と
し
て
適
地

で
あ
る
、と
い
う
こ
と
か
ら
避
難
場
所
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
避
難
場
所
と
一

概
に
言
っ
て
も
、災
害
の
種
類
に
よ
っ
て
避
難

場
所
の
安
全
性
は
異
な
り
ま
す
。い
ざ
と
い
う

時
に
慌
て
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、日
頃
か
ら

災
害
の
種
類
ご
と
に
安
全
に
避
難
で
き
る
場

所
と
道
順
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

（
流
通
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
災
害
避
難
所
は
、
五

ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
避
難

場
所
に
つ
い
て
は
、
岡
山
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
） 

                           
  

岡
山
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
必
要 

 
 

な
方
は
、
当
協
議
会
ま
で
お
問
合
わ 

 
 

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
数
に
限
り
が 

 
 

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了 

 
 

承
く
だ
さ
い
。 

 

災
害
発
生
時
の
物
流
業
務
に

関
す
る
協
定
締
結
に
向
け
て 

 

岡
山
流
通
会
館
が
、
災
害
時

避
難
場
所
に
な
り
ま
し
た 



第 66号                流通センターだより         平成 29年 8月 1日(5) 

高
齢
運
転
者
対
策
の
推
進 

一
．
臨
時
認
知
機
能
検
査
の
実
施 

改
正
前
は
三
年
に
一
度
の
免
許
更
新
の
時

だ
け
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
認
知
機
能

検
査
に
つ
い
て
、
一
定
の
違
反
行
為
が
あ
れ

ば
、
三
年
を
待
た
ず
に
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
七
五
歳
以
上
の
運
転
者
が
対
象
で
す
。

臨
時
認
知
機
能
検
査
を
受
け
、
認
知
機
能
の

低
下
が
運
転
に
影
響
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
高
齢
者
は
、
新
設
さ
れ
た
「
臨
時

高
齢
者
講
習
」
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

 
 

二
．
臨
時
適
性
検
査
制
度
の
見
直
し 

改
正
前
と
異
な
り
、
認
知
機
能
検
査
で
認

知
症
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
方

は
、
違
反
の
有
無
を
問
わ
ず
、
医
師
の
診
断
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
認
知
症
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
運
転
免
許
の
取
消
し
等
の

対
象
と
な
り
ま
す
。 

 
 

   

 

★
流
通
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
災
害
避
難
所 

 
〔
岡
山
市
〕 

 
 
 
 
 

※
は
一
時
避
難
場
所 

①
吉
備
小
学
校 

 

岡
山
市
北
区
庭
瀬
二
五
六 

②
吉
備
中
学
校 

 

岡
山
市
北
区
庭
瀬
一
〇
三 

 

③
箕
島
小
学
校 

 
 

岡
山
市
南
区
箕
島
二
三
八
四 

 

④
妹
尾
中
学
校 

 
 

岡
山
市
南
区
妹
尾
一
二
一
二 

 

⑤
岡
山
流
通
会
館 

 
 

岡
山
市
北
区
大
内
田
七
一
四
―
一 

 

※
流
通
団
地
各
社
駐
車
場 

 

※
流
通
会
館
駐
車
場 

 

※
塚
山
公
園 

 

〔
早
島
町
〕 

 
 
 
 
 

※
は
一
時
避
難
場
所 

 
 
 
 
 
 

①
早
島
支
援
学
校 

 

早
島
町
早
島
四
〇
六
三
―
一 

②
早
島
中
学
校 

 

早
島
町
早
島
二
一
八
〇 

※
流
通
団
地
各
社
駐
車
場 

 

※
深
砂
公
園 

  
 
 

 
 

右
記
の
災
害
避
難
所
マ
ッ
プ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ 

設
置
場
所
等
が
記
載
さ
れ
た
『
大
規 

模
災
害
等
非
常
時
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』 

が
必
要
な
方 

は
、
当
協
議 

会
ま
で
ご
連 

絡
下
さ
い
。 

 

   

 

三
月
二
日
、

岡
山
西
消
防

署
よ
り
文
谷

昌
史
氏
他
三

名
を
お
招
き

し
、
春
の
火

災
予
防
運
動

に
合
わ
せ
て
、

火
災
予
防
意

識
を
深
め
る

た
め
の
講
演

を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し 

た
。
流
通
セ
ン
タ
ー
内
企
業
か
ら
は
五
五
名

（
三
三
社
）
が
参
加
し
ま
し
た
。 

昨
年
の
岡
山
市
内
消
防
局
管
内
に
お
け
る 

火
災
は
一
七
五
件
で
、内
訳
は
建
物
火
災
が
九

八
件
、
車
両
火
災
が
一
九
件
、
林
野
火
災
が
七

件
、
そ
れ
以
外
が
五
一
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。  

火
災
原
因
と
し
て
最
も
多
い
の
が
た
ば
こ 

で
、
続
い
て
た
き
火
、
コ
ン
ロ
、
放
火
・
放
火

の
疑
い
で
す
。
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
住
宅

火
災
警
報
器
の
確
実
な
設
置
、
ま
た
、
電
池
補

充
等
の
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。 

   
  

二
月
十
六
日
、岡
山
流
通
会
館
会
議
室
に
て 

交
通
安
全
講
習
会
を
開
催
し
、
六
〇
名
（
二
三

社
）
が
受
講
し
ま
し
た
。 

岡
山
県
岡
山
西
警
察
署
交
通
第
一
課
・
企
画

免
許
主
任
の
茅
原
憲
司
巡
査
部
長
よ
り「
最
近 

の
事
故
発
生

状
況
と
対
策

（
事
故
防
止
）

や
、
今
年
三
月

に
適
用
さ
れ
た

「
改
正
道
路
交

通
法
」
に
つ
い

て
の
話
が
あ
り
、

交
通
事
故
防
止

を
喚
起
す
る
Ｄ

Ｖ
Ｄ
「
衝
突
！

安
全
へ
の
過
信

～
油
断
・
不
注

意
・
思
い
込
み
～
」
を
視
聴
し
ま
し
た
。 

 

【
主
な
道
路
法
の
改
正
点
】 

  
 

                    

                               

  

準
中
型
免
許
の
新
設 

 

準
中
型
免
許
が
新
設
さ
れ
、
免
許
区
分
が

三
区
分
か
ら
四
区
分
に
な
り
ま
し
た
。
準
中

型
免
許
で
は
、
車
両
総
重
量
七
．
五
ト
ン
未

満
の
自
動
車
を
運
転
で
き
ま
す
。
普
通
免
許

で
運
転
で
き
る
自
動
車
は
車
両
総
重
量
三
．

五
ト
ン
未
満
と
な
り
ま
す
。 

な
お
、
す
で
に
普
通
免
許
を
保
有
し
て
い

る
方
は
、
引
き
続
き
車
両
総
重
量
五
ト
ン
未

満
の
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
限
定
解
除
審
査
に
合
格
す
れ

ば
、
車
両
総
重
量
五
ト
ン
以
上
七
．
五
ト
ン

未
満
の
自
動
車
の
運
転
も
可
能
な
り
ま
す
。 

      

警視庁ﾎｰﾑﾍﾟｰｼ  ゙『平成27年改正道路交通法ﾘｰﾌﾚｯﾄＢ』より 

交
通
安
全
講
習
会
開
催 

 

火
災
予
防
訓
練
実
施 
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  ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催 

     
一
〇
九
名
が
参
加
し
ま
し
た  

五
月
二
十
四
日
、
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル 

 
 

に
て
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
、
一   

〇
九
名
（
一
五
社
）
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 
 

今
年
度
か
ら
個
人
戦
に
加
え
、
各
レ
ー
ン 

の
ア
ベ
レ
ー
ジ
で
競
い
合
う
レ
ー
ン
対
抗
戦

も
併
せ
て
行
い
、
見
事
㈱
常
照
園
が
、
総
合

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
年
代
を
超
え
て
の

親
睦
が
図
れ
た
よ
い
大
会
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。 今

回
は
開
催
日
の
二
十
四
日
に
ち
な
み
、

二
四
位
の
方
に
、“
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
”
を

贈
呈
し
ま
し
た
。
来
年
度
も
豪
華
賞
品
を
取

り
揃
え
て
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
年
参
加
で
き
な
か
っ
た
皆
様 

も
、
来
年
は
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。
開
催
に 

 
 

あ
た
り
、
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業 

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

※
数
字
は
二
ゲ
ー
ム
ス
コ
ア
合
計
で
す
。 

 

【
男
子
の
部
成
績
】 

（
敬
称
略
） 

優 

勝 

大
東
康
宏
（
常
照
園
）   

三
七
四
点 

準
優
勝 

宮
﨑
耀
司
（
東
海
澱
粉
）  

三
六
六
点 

第
三
位 

高
橋
正
樹
（
外
林
）    

三
三
九
点 

 

【
女
子
の
部
成
績
】 

（
敬
称
略
） 

優 

勝 

岸
田
雅
子
（
常
照
園
）   

二
九
七
点 

準
優
勝 

中
沖
真
夕
（
ト
ラ
ス
ト
ワ
ン

） 

二
四
三
点 

第
三
位 

江
口
尚
子
（
ヒ
メ
プ
ラ
） 

二
四
三
点 

※
同
点
の
場
合
、
二
ゲ
ー
ム
間
の
差
が
少
な
か
っ
た 

 
 

方
を
上
位
と
し
ま
す
。 

 

【
団
体
優
勝
】 

 

㈱
常
照
園 

 

平
均
点 

一
六
二
．
五
点 

 

 
献
血
バ
ス
来
訪 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

五

月

十

一

日

(

木)

、
日
赤
血
液
セ

ン
タ
ー
よ
り
、
岡
山

流
通
会
館
へ
献
血

バ
ス
が
来
訪
し
ま

し
た
。 

以
下
事
業
所
所

属
の
二
三
名
の

方
々
が
、
流
通
会
館

へ
足
を
運
ば
れ
、
献

血
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

な
お
、
次
回
は
未

定
で
す
が
、
ソ
リ
ュ
ッ
セ
通
信
に
て
日
程
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

            

従
業
員
数
等
調
査
結
果 

    

（
平
成
二
十
九
年
五
月
一
日
現
在
） 

  

回
答
の
あ
っ
た
事
業
所
一
一
一
社
（
前
年
度

一
一
一
社
）
の
従
業
員
数
合
計
は
四
、
九
九
一

名
で
、
前
年
度
の
四
、
三
九
一
名
と
比
べ
る
と

約
一
三
．
七
％
と
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
増
加
の
主
な
要
因
は
、
昨
年
度
当
協
議
会

に
新
規
加
入
し
、
今
年
三
月
に
本
格
稼
働
し
た
、

株
式
会
社
エ
バ
ル
ス
岡
山
Ａ
Ｌ
Ｃ
の
開
業
に

よ
る
も
の
で
す
。 

そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
正
社
員
が
一
三
六
名
、

パ
ー
ト
及
び
嘱
託
社
員
が
四
六
四
名
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

と
は
い
え
、
全
従
業
員
数
に
占
め
る
正
社
員

の
割
合
は
、
昨
年
度
の
六
三
．
六
％
か
ら
五
八
．

七
％
へ
と
約
五
％
減
少
し
、
五
九
．
六
％
を
記

録
し
た
平
成
二
十
五
年
度
の
数
値
を
さ
ら
に

下
回
る
、
最
も
低
い
数
値
と
な
り
ま
し
た
。 

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
二

二
事
業
所
か
ら
二
八
事
業
所
へ
と
六
社
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
設
置
場
所
を
公
表

し
て
も
良
い
、
と
回
答
い
た
だ
い
た
一
八
の
事

業
所
は
、
下
記
の
通
り
で
す
。 

 

☆
献
血
さ
れ
た
方 

 
 
 
 

二
二
名 

☆
献
血
で
き
な
か
っ
た
方 

 
 

一
名 

☆
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
の
所
属
企
業
名 

㈱
エ
ル
ジ
オ
・
住
協
ウ
イ
ン
テ
ッ
ク
㈱
・
北

勢
工
業
㈱
・
冨
士
丸
物
産
㈱
・
㈱
ヒ
メ
プ
ラ
・

㈱
ム
ラ
カ
ミ
・
名
糖
運
輸
㈱
・
㈱
ト
ラ
ス
ト

ワ
ン
・
㈱
木
村
商
会
・
東
海
澱
粉
㈱
・
オ
ー

ジ
ー
物
流
㈱
・
事
務
局
・
他
一
般
の
方 

     《平成２９年度流通センター内労働者数及び売上高一覧表》        
（  ）は前年度                          平成２９年５月１日現在 

区分 
正社員 パート・ 

嘱託等 

 流通ｾﾝﾀｰ内 

総 計 年間売上高 

男性 女性 計  (単位:百万円) 

吉備地区合計 

(76社） 

1,369 327 1,696 954 2,650 287,748 

(1,437) (324) (1,761) (740) (2,501) (301,924) 

早島地区合計 

（35社） 

1,051 183 1,234 1,107 2,341 116,351 

(889) (144) (1,033) (857) (1,890) (116,771) 

合計/111社 2,420 510 2,930 2,061 4,991 404,099 

(111) (2,326) (468) (2,794) (1,597) (4,391) (418,695) 

 

岡
山
流
通
会
館
・
加
藤
産
業
㈱
・
㈱
誠
屋
・
浅

野
産
業
㈱
・
㈱
あ
ら
た
・
シ
ー
ア
ー
ル
物
流
㈱
・

コ
バ
シ
倉
庫
㈱
・
全
農
物
流
㈱
・
名
糖
運
輸
㈱
・

㈱
イ
ト
ー
キ
・
㈱
エ
バ
ル
ス
・
オ
ー
ジ
ー
技
研

㈱
・
㈱
コ
ク
ヨ
ロ
ジ
テ
ム
・
㈱
サ
ン
・
エ
ク
ス
・

㈱
ジ
ッ
プ
・
㈱
日
本
ア
ク
セ
ス
・
丸
協
運
輸
㈱
・

コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山 

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1499494342/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9wYnMudHdpbWcuY29tL3Byb2ZpbGVfaW1hZ2VzLzcyMjk5NzQ5ODAzMDExNjg2NC94OTBmZmp0SS5wbmc-/RS=^ADB1uHneccbUKWKbYw_o5wItJmHe6Q-;_ylt=A2RCA91GJl9Z51sAjxiU3uV7
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会 員 企 業 紹 介 

               

快適な暮らしに欠かすことのできない 

『水まわり空間』 

≪住宅設備機器の専門商社≫ 

日東物産株式会社 

〒701-0165   岡山市北区大内田 830-1  ☎  (086) 292-5555 

http://www.nitto-okayama.co.jp/ 

美味しいものを食べると、人は自然と笑顔になります。 

「いただきます」「美味しいね」「ごちそうさま」そんな言葉とともに、たくさんの笑顔が食卓に生まれますように。 

そのためには、安全・安心であることが第一です。日本アクセスは、お客様とお取引先様にとって 

最強のパートナーであるために ACCESS VALUEの実現を通して、 

まだ、届けていない新たな価値を創造し続けます。 

 

「彩るおかずシリーズ」は合計２３品になりました！ 

美味しいものを食べると、人は自然と笑顔になります。 

「いただきます」「美味しいね」「ごちそうさま」そんな言葉とともに、たくさんの笑顔が食卓に生まれますように。 

そのためには、安全・安心であることが第一です。日本アクセスは、お客様とお取引先様にとって 

最強のパートナーであるために ACCESS VALUEの実現を通して、 

まだ、届けていない新たな価値を創造し続けます。 

 

「彩るおかずシリーズ」は合計２３品になりました！ 

プライベートブランド“Delcy” 

「彩るおかずシリーズ」から新商品２品発売！ 

本  社：東京都品川区大崎 1-2-2 TEL(03)5435-5800 

岡山支店：都窪郡早島町矢尾 852    TEL(086)292-1000 

本  社：東京都品川区大崎 1-2-2 TEL(03)5435-5800 

岡山支店：都窪郡早島町矢尾 852    TEL(086)292-1000 

美味しいものを食べると、人は自然と笑顔になります。 

「いただきます」「美味しいね」「ごちそうさま」そんな言葉とともに、たくさんの笑顔が食卓に生まれますように。 

そのためには、安全・安心であることが第一です。日本アクセスは、お客様とお取引先様にとって 

最強のパートナーであるために ACCESS VALUEの実現を通して、 

まだ、届けていない新たな価値を創造し続けます。 

 

「彩るおかずシリーズ」は合計２３品になりました！ 

本  社：東京都品川区大崎 1-2-2 TEL(03)5435-5800 

岡山支店：都窪郡早島町矢尾 852    TEL(086)292-1000 
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◆
流
通
セ
ン
タ
ー
内
代
表
者
異
動(

敬
称
略) 

 

㈱
イ
ズ
ミ
ッ
ク
岡
山
支
店 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

高
橋  

正
樹 

 
 
 
 
 
 
 
  

  

（
旧
）
竹
原  

末
治 

  

ダ
イ
セ
ー
エ
ブ
リ
ー
二
十
四
㈱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

井
芹 

明
彦 

(
旧) 

稲
治 

健
二 

 

㈱
ヒ
メ
プ
ラ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
徳
永 

広
志 

(

旧) 

山
口 

 

甲 

オ
ー
ジ
ー
物
流
㈱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
崎 

 
誠 

(

旧) 

郷
田 

清
俊 

コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

原
田 

研
志 

(

旧) 

田
渕 

総
一 

 

㈱
サ
ン
ゲ
ツ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

飯
田 

芳
浩 

(

旧) 

美
根 

陽
介 

藤
徳
物
産
㈱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

小
幡 

尚
稔 

(

旧) 

香
本 

豪
彦 

  

㈱
ギ
オ
ン 

 
 
 
 
 
 
  

柳
本 

 

努 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

旧) 

山
﨑
由
紀
夫 

 

◆
加
入
会
員(

敬
称
略) 

 

マ
リ
ン
フ
ー
ズ
㈱ 

 
 
 
 
 
  

 
 

代
表
者 

 

高
吉
慎
一
郎 

◆
脱
退
会
員 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

西
日
本
フ
ー
ド
㈱ 

 

◆
社
名
変
更 

 
 
 
 
 

㈱
昭
和
倉
庫 

→ 

関
西
陸
運
㈱ 

 
 
 

    
 

会
議
等
報
告 

   

総
務
委
員
会 

 

◇
平
成
二
十
八
年
度
第
三
回 

 

二
月
十
四
日 

 

二
十
八
年
度
決
算
見
込
及
び
二
十
九
年 

度
予
算
骨
子
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。 

 

◇
平
成
二
十
九
年
度
第
一
回 

 

五
月
十
七
日 

 

二
十
九
年
度
通
常
総
会
の
日
程
及
び
提 

出
議
案
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。 

 

役
員
会 

 

◇
二
十
九
年
度
第
一
回 

 
 

五
月
三
十
一
日 

 

二
十
九
年
度
通
常
総
会
の
日
程
及
び
提
出

議
案
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。 

 
 
 

 
    

当
協
議
会
で
は
、
定
期
清
掃
日
以
外
に 

各
事
業
所
周
り
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
清
掃
用
具
の 

無
料
貸
出
を
し
て
い
ま
す
。
電
話
で
の 

ご
予
約
も
可
能
で
す
の
で
、
是
非
ご
利 

用
下
さ
い
。 

 【
貸
し
出
し
用
具
】
※
燃
料
付 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー 

へ
ッ
ジ
ト
リ
マ
ー 

高
枝
ば
さ
み 

ス
コ
ッ
プ(

角･

丸) 

ジ
ョ
レ
ン 

ね
こ
車
・
熊
手 

か
ま･

ほ
う
き 

 
 
 
 
 

草
刈
機 

等 

 

          

                          

編
集
ノ
ー
ト 

 

▼
こ
の
度
の
九
州
豪
雨
の
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
世
紀
に
入
り
、巨
大
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
自

然
災
害
に
よ
っ
て
、平
穏
な
日
常
を
突
如
と
し

て
一
変
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
注
目
さ
れ
る
時
間
は
と

て
も
短
い
で
す
が
、復
旧
に
は
相
当
な
時
間
が

か
か
り
、東
北
で
は
被
災
さ
れ
た
方
の
多
く
が

今
で
も
避
難
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。自
然

の
力
に
は
太
刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
が
、防
災
対

策
を
し
て
お
く
こ
と
で
、被
害
を
減
ら
せ
る
ケ

ー
ス
も
多
々
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
職
場
の
仲

間
や
家
族
と
避
難
所
や
落
ち
合
う
場
所
に
つ

い
て
決
め
て
お
く
こ
と
も
一
つ
の
防
災
対
策

で
す
。ま
た
毎
月
一
日
と
十
五
日
や
防
災
週
間

な
ど
に
は
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
を
体
験
利

用
で
き
る
の
で
、災
害
時
に
す
ぐ
使
え
る
よ
う
、

防
災
対
策
の
一
環
と
し
て
練
習
し
て
お
く
と

よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。自
然
災
害
は
い
つ
ど

こ
で
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。も
し
も
の
時

に
備
え
て
普
段
か
ら
の
対
策
を
心
が
け
た
い

も
の
で
す
。 

 

         

 

 
会
員
動
向
（平
成
二
十
九
年
一
月
以
降) 

 

会
議
等
報
告 

省エネルギー及び地球温暖化防止

を推進するための「クールビズ」を

１０月３１日まで実施します。 

ご理解とご協力をお願いします。 

 

室名 
面積㎡ 

使用料金（単位 円） 

半 日 全 日 

会議室 
141㎡ 

（約56人） 

10,000 
(税込10,800) 

10,000 
(税込10,800) 

20,000 
(税込21,600) 

4,000 
(税込4,320) 

研修室 
53㎡ 

（約16人） 

4,500 
(税込4,860) 

4,500 
(税込4,860) 

9,000 
(税込9,720) 

1,800 
(税込1,944) 

会議室 
研修室 

194㎡ 
（約72人） 

14,000 
(税込15,120) 

14,000 
(税込15,120) 

28,000 
(税込30,240) 

5,500 
(税込5,940) 

役員室 
64㎡ 

（約16人） 

7,000 
(税込7,560) 

7,000 
(税込7,560) 

14,000 
(税込15,120) 

2,800 
(税込3,024) 

  
※時間外とは、会館営業日の午前９時より午後５時までを除く時間を指します。 

※マイク、インターネット回線、ビデオプロジェクターの使用はいずれも 1回2,160円(税込)です。（冷暖房の使用は無料です） 

※上記は流通センター関係者の特別価格です。 
   

 

ぜひご利用ください 

社
名
・
代
表
者
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

協
議
会
事
務
局
ま
で
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
届
出
は
変
更
事
項
を
簡
単
に
記
載

し
た
書
面
を
運
営
協
議
会
宛
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て

い
た
だ
く
だ
け
で
構
い
ま
せ
ん
。 
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